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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。



特 集

伊仙町の区長を 紹介します（西部地区）

あいさつ

　阿権渓谷や阿権浜を
はじめとする豊かな自
然環境を活かして、子
どもたちの成長を支え
る活動を中心に集落一
体となって、取り組んで
います。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 28 年度
集落幹線道路、交差
点の看板設置事業

●令和元年度
地域ガイドマップ
「AGON」の利活用促
進事業（ポップ設置、
モニターツアー、ワー
クショップ実施）

東西阿権

重
しげまつ

松 信
の ぶ お

雄
あいさつ

　奄美十景の犬田布岬
を控え、美化活動に力
を入れています。よろ
しくお願いします。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 28 年度
観光名所への案内看
板設置事業

●令和元年度
御崎神社へ神社由来
の石碑設置事業

西犬田布

松
まつおか

岡 洋
ひろひと

仁
あいさつ

　東犬田布は伊仙町で
一番行事の多い集落で
す。子どもから大人ま
で、全員参加で伝統行
事を引き継いでいきた
いと思います。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 30 年度
伝統文化（イッサン
サン）に関する看板
設置事業

東犬田布

佐
さ と う

藤 隆
た か し

志
あいさつ

　木之香集落が、活力
のある仲の良い明るい
集落を目指して頑張っ
て参ります。何卒、よ
ろしくお願い致します。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 30 年度
健康ロード通学路の
看板（安全確保）設置
事業、伝統文化（イッ
サンサン・稲すり節）
継承事業

木之香

佐
さ だ

田 精
せいぞう

造

がんばる集落支援事業 とは
人口の減少や高齢化等により集落の活力が低下しつつある今、集落が考えた独自の取り組みに対し、市町村が支援を行い、
集落の活性化を図ることを目的とする事業。
補助対象事業には、案内看板設置事業や伝統文化保存活用対策等がある。
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伊仙町の区長を 紹介します（西部地区）

あいさつ

　崎原集落は伊仙町内
でも小さな集落ですが、
集落行事やクリーン作
戦への住民の参加率も
高く、活気溢れる集落
です。
　子どもからお年寄り
まで、みんなで崎原集
落を盛り上げていきま
しょう。

崎原

伊
い だ

田 源
げ ん じ ろ う

次郎
あいさつ

　最近、子どもたちの
元気な声を耳にします。
小学校の生徒数も徐々
に増え、河地集落も少
し賑やかになったよう
に思えます。大変喜ば
しいことです。地域と
学校が一体となって、
美化活動やその他の
活動に取り組んで参り
ます。これからも地域の
みなさんのご協力を
よろしくお願いします。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 29 年度
小学校への桜の植樹
ならびに公民館利活
用事業

河地

藤
ふじ

 茂
しげひさ

久
あいさつ

　集落行事やクリーン
作戦等、集落一体とな
り、頑張っていきます。
ご協力よろしくお願い
します。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 29 年度
施設案内板・各集落
へ繋がる道路の看板
設置事業

糸木名・八重竿

元
もとはら

原 正
まさよし

善
あいさつ

　区長をさせてもらっ
て３年目になります。
長寿の町・伊仙町を目
指して、集落の方々の健
康のために地域サロン
を頑張って参ります。

がんばる集落
支援事業実績

●平成 30 年度
伝統文化(八月踊り)
の矢倉制作並びに集
落交流広場の利活
用・美化活動事業

上晴

迫
さ こ だ

田 マツエ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
マ
ス
ク
や
検
温
器
を
寄
贈
さ
れ
た
各
団

体
、
個
人
へ
伊
仙
町
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
は
各

学
校
や
老
人
ホ
ー
ム
、
検
温
器
は
各
小
学
校
で

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
伊
仙

町
で
の
感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
内
ま
た
島
内
で
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

引
き
続
き
徹
底
し
た
水
際
対
策
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
へ
こ
の
場
を

借
り
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

實
専
太
郎
さ
ん
が
、
人
権
擁
護
活
動
に
多
年
に

渡
り
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
称
え
ら
れ
、
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
、
各
市
町
村
に

配
置
さ
れ
て
い
る
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

實
さ
ん
は
９
年
に
渡
り
、
人
権
擁
護
委
員
を

務
め
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
も
継
続
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈

人
権
擁
護
委
員
表
彰

07
22

07
28

夏
休
み
親
子
料
理
教
室

さ
と
う
き
び
夏
植
え
出
発
式

08
01

08
06

　

ほ
ー
ら
い
館
の
調
理
室
に
て
、
伊
仙
町
食
育

推
進
協
議
会
主
催
の「
夏
休
み
親
子
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
12
名
の
親
子
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
仙
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

と
、「
お
に
ぎ
り
」「
豚
味
噌
」「
オ
ク
ラ
の
ご
ま

和
え
」「
島
か
ば
ち
ゃ
の
サ
ラ
ダ
」「
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
」
を
各
班
で
料
理
し
、
子
ど
も
た
ち

も
包
丁
を
使
っ
て
野
菜
を
切
っ
た
り
、
お
に
ぎ

り
を
握
っ
た
り
な
ど
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
美
味
し
そ

う
に
食
べ
て
い
る
様
子
や
、
た
く
さ
ん
お
か
わ

り
を
し
て
い
る
様
子
も
み
ら
れ
、
親
子
の
楽
し

い
夏
休
み
の
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

　

さ
と
う
き
び
農
家
を
は
じ
め
と
し
、
大
久
保

町
長
や
伊
仙
町
議
会
議
員
、ま
た
南
西
糖
業（
株
）

や
Ｊ
Ａ
、
共
済
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
が
出
席

さ
れ
、
今
期
の
夏
植
目
標
面
積
で
あ
る
１
５
０

ha
達
成
に
向
け
、
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
久
保
町
長
は「
今
年
度
は
現
在
、
順
調
な

生
育
で
あ
り
、
来
季
収
量
16
万
５
千
t
台
を
見

込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
努
力
で
は

抗
う
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
災
害
は
必
ず
や
っ

て
く
る
。
農
業
経
営
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
す

自
然
災
害
を
補
完
す
る
農
業
共
済
へ
の
加
入
を

推
進
す
る
。
ま
た
地
域
と
し
て
、
こ
の
大
切
な

作
物
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
強

く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

で
し
ょ
う
か
。

　

ご
協
力
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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三町リーダー ·キャンプ研修会
徳之島三町子ども会育成連絡協議会主催

　徳之島三町子ども会育成連絡
協議会は未来のリーダー育成を
目的とした「三町リーダー・キャ
ンプ研修会」を行いました。三町
の各単位子ども会から 21 名の
子どもたちが参加し、お互いに
協力・連携し合いながら研修
会を進めました。

　初めは緊張していた子どもたちですが、時間が経つにつれコミュニケーションも深まり、笑顔が
みられるようになりました。「今まで体験したことがない経験や交流ができた」、「徳之島の自然の
良さ、環境について改めて学ぶことができた」との感想がありました。
　２日間の研修会ではリーダーに必要なことを学ぶことができました。子どもたちが互いに意見を
発言し、問題解決している姿が見受けられ、有意義な研修となりました。

開催日：７月 21 日（火）～22日（水） 
場 　所：手々海浜公園

テント設営テント設営

自然遺産学習自然遺産学習

キャンプファイヤーキャンプファイヤー

全体写真全体写真

海洋体験～水中スクーター～海洋体験～水中スクーター～

２日間の研修プログラム
1 日目

●リーダー論
●人権教育
●自然遺産登録の学習 等

２日目
●海洋体験
●創作活動体験
　（オリジナルTシャツ作り）
●ジュニア・リーダークラブと交流  

等

　子育て支援課では、昨年度より町内に居住する小学生を対象に放課後
や長期休暇中、保護者が日中家庭にいない場合に、適切な遊びや生活
の場を与え、児童の育成支援を行う「伊仙町放課後児童健全育成事業」
を行っています。
　今までは夏休みなどの長期休暇中に預かる場所がありませんでしたが、
今年度より子育て支援課が長寿子宝社に委託を行い、地方創生事業で
購入したバスで東部、中部からの送迎を利用し、教育委員会並びに犬田布
小学校の協力のもと犬田布幼稚園で児童を預かることができるようになり
ました。また、社会教育課とも連携し、週に一度中央公民館から来ていた
だく絵本の読み聞かせ、体験活動や保健センターとも協力しての食育
活動等も行っています。
　社会福祉協議会に委託している西伊仙児童館においても、放課後や
長期休暇中に学童クラブを行っています。アットホームな雰囲気で子ども
たちも毎日元気に通っており、海や水遊び、手芸や習字、社会科見学にも
積極的に取り組んでいます。
　両学童クラブとも支援員が色々なアイディアを出しながら、子どもたちが
楽しく安心して過ごせるよう、また保護者が安心して預けることができる
よう、様々な視点から携わり、充実した日々を過ごすことができています。
　今後も子育て世代への切れ目のない支援に力を入れ、伊仙町の子ども
たちの為に取り組んでいきます。

ワクワク・ウキウキ 学童クラブ子育て支援課



ごみ問題解決に向けた
ご協力のお願い

　７月 28 日（火）に課長・局長による燃えないごみの展開
検査をクリーンセンターで行い、７月 31 日（金）に伊仙町
全職員に対してクリーンセンターの現状や課題についての
研修が行われました。
　８月 11 日（火）には区長会や商工会にも展開検査に参加
していただき、伊仙町が抱えているごみ分別の問題について、
多くの方に現状を認識していただきました。

　その中でごみ分別の問題だけでなく、缶やペットボトル
など資源ごみの正しい出し方や指定ごみ袋以外でのごみ
出しなど、多くの問題があり、まず職員が現状の課題を
把握し、正しく指導していかなければならないと再度認識
しました。そして全ての町民に正しいごみの分別方法を
理解してもらい、現在抱えている伊仙町のごみの問題を
認識していただく必要があります。

　東面縄のなかもりばし付近一帯で空き缶などが不法投棄
されていました。不法投棄は犯罪行為となり、５年以下の
懲役若しくは１千万以下の罰金、又はその両方が科せられ
ます。また、地域の自然や景観をこわすだけでなく、投棄
されたごみから有害なものが地中へ浸透し、土壌や地下水
を汚染するなど生活にも悪影響を与えます。

　不法投棄やごみの分別などは、一人ひとりが問題を
認識し、改善していかなければなりません。正しい分別を
しなければクリーンセンターの負担が大きくなり、機械の
修理が必要になれば、島民一人ひとりの負担となります。
また、缶や瓶、ペットボトルは資源ごみとしてリサイクル
することで財源となり、分別されず処理することで費用が
かかります。しっかりと分別することがクリーンセンターの
負担軽減だけでなく、島民一人ひとりの負担軽減に繋がり
ます。きゅらまち観光課では今後、家庭から出る生ごみの
たい肥化に向けた施策などを計画しております。クリーンセ
ンターの負担軽減や家庭ごみの軽減、また集落環境の美化
に繋げるため、今後とも、みなさまのご理解、ご協力をよろ
しくお願いします。

改めて、お願い致します

6広報いせん  令和２年 9月号（No.356）

7/28　課長・局長による展開検査

8/11　区長会・商工会による展開検査

7/31　職員研修（クリーンセンターの現状と課題）

農業用肥料袋（産業廃棄物）、缶やペットボトル（資源ごみ）、蛍光灯

指定袋以外でのごみ出しやプラスチック容器（燃えるごみ）



バスの時刻表は、
ほーらい館受付や

長寿子宝社に
ございます。

ご自由にお持ち帰り
ください。

伊仙町長の1ヵ月の主な動静を紹介いたします。

町長町長のの動動きき
月日 行事 場所

7/15（水） 新庁舎建設検討委員会

伊仙町

16（木） 広域連合住民説明会前打合せ
20（月） 伊仙町農業委員会臨時総会
21（火） 地域福祉計画策定委員会

22（木）
感謝状贈呈式「マスク・検温器等寄付について」
広域連合清掃審議会

24（金） 森田町村会長表敬訪問 天城町

27（月）
南西糖業来庁「さとうきび勉強会前打合せ」 伊仙町
令和2年度徳之島地域バス路線対策協議会 天城町

28（火）
市町村長会

奄美市
第 6 回奄美保健医療圏地域医療構想調整会議

30（木）

南西テレワーク来庁

伊仙町
新型コロナウイルス対策会議
広域連合管理者会議
目手久集落住民説明会「クリーンセンターについて」

31（金）

リサイクルマート徳之島店グランドオープン
オープニングセレモニー 徳之島町

奄美ブロック護憲平和フォーラム来庁
「被爆 75 周年核廃絶・平和行政に関する要請行動」

伊仙町広域連合職員向け説明会「ゴミの減量化等」

8/4
（火）

徳之島地区自然保護協議会来庁「牛糞による汚水の件」
鹿児島県知事　塩田氏との面談

鹿児島市
5（水）

令和2年度離島行政懇談会
広域連合住民説明会前打合せ

伊仙町

6（木）

夏植出発式
広域　安全パトロール
徳之島コーヒーとのテレビ会議
区長会

7（金） 徳之島地区森林組合理事会
9（日） 目手久集落住民説明会「ゴミの減量化について」

11（火）
広域管理者会議
闘牛大会協議

12（水）
新電力システム紹介（オンライン）
がんばる集落選考会委嘱状贈呈
第2回町民体育大会準備委員会「開催中止決定について」

13（木） 徳之島ビジョン来庁
14（金） 奄美群島国立公園管理事務所来庁「就任の挨拶」

　伊仙町で運行していたバスを６月より長寿子宝社で運行する
事となりました。

❶中部路線を追加
以前の東部・西部路線に加えて、中部路線もバスが
走ります。

❷１日３回町内巡回
1 日２回町内を走っていたバスが、３回に増えました。

❸ほーらい館ご利用者以外でも
　バスのご利用可能（無料）

役場、公民館、商店街、診療所などの利用者も乗車
できます。最寄りの停留所をご利用ください。
停留所以外でもほーらい館バスは乗車できますので、
手を挙げて合図をしてください。

※ 今後とも利用しやすい路線を模索していきますので、時刻の
変動や停留所の増減が出る可能性がございます。前持った
ご案内を致しますのでご協力よろしくお願いいたします。

一般社団法人  長寿子宝社
TEL・Fax：0997-86-3611
mail：choujukodakara@outlook.jp
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職
場
体
験
学
習
の
様
子

働
く
こ
と
の
大
切
さ
、
達
成
感
、
厳
し
さ
を
味
わ
い
将
来
の
職
業

選
択
に
役
立
て
る
目
的
で
、
７
月
13
日
～
15
日
に
行
わ
れ
た
伊
仙

中
学
校
３
年
生
の
職
場
体
験
学
習
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

（
記
事
作
成

：

伊
仙
中
学
校 

３
年　

鶴
永 

結
子
）

伊仙
中学校

　　

畑
を
整
地
す
る
土
地
の
調
査
が
行
な

わ
れ
て
い
る「
才
上
遺
跡
」で
は
土
の
う

作
り
や
テ
ン
ト
建
て
な
ど
、
発
掘
の
準
備

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
発
掘
現

場
は
、
５
０
０
～
８
０
０
年
ほ
ど
前
の
カ

ム
ィ
ヤ
キ
や
青
磁
器
な
ど
が
発
掘
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

元
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る

遺
跡
で
す
。

　

職
場
体
験
を

し
た
生
徒
の
感

想
は「
暑
い
」と

い
う
こ
と
で
し

た
。炎
天
下
の
中

で
の
仕
事
だ
っ

た
の
で
、大
変
そ

う
で
し
た
。

　　

教
室
の
掃
除
や
着
替
え
の
手
伝
い
、

給
食
の
配
膳
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
。
全
体
的
に
み
ん
な
元
気
が
良

か
っ
た
で
す
。

　

職
場
体
験
を
し
た
生
徒
の
感
想
は
、

「
大
変
だ
と
感
じ
た
が
、面
白
か
っ
た
」

「
み
ん
な
元
気
で
声
を
か
け
て
く
れ
て

優
し
か
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

  

歴
史
民
俗
資
料
館

１
名

  

幸
徳
保
育
園

５
名

　　

将
来
教
育
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
い
う
理
由
で
伊
仙
小
学
校
に
職
場
体

験
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

あ
さ
が
お
観
察
の
授
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
教
室
の
雰
囲
気
は
明
る
く
、
活

気
の
あ
る
教
室
で
し
た
。

　
授
業
を
見
学
し
た
生
徒
の
感
想
は
、「
大

変
そ
う
だ
が

元
気
が
良
く

て
楽
し
そ
う
、

最
初
は
不
安

だ
っ
た
が
生

徒
の
反
応
が

う
れ
し
か
っ

た
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

  

伊
仙
小
学
校

１
名

３
日
間
の

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て

伊
仙
中
学
校
３
年  

鶴
永 

結ゆ
い
こ子

体
験
場
所

：

伊
仙
町
役
場
未
来
創
生
課

１
日
目

　

職
場
体
験
学
習
へ
行
っ
て
い
る
生
徒
へ
の
取
材
を

し
て
、
取
材
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
広
報
誌
に
載
せ
る

記
事
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
で
取
材
を
し
て
、
記
事
を

作
る
と
い
う
事
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
ど
の
よ
う
な

文
章
に
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
で
す
。
役
場
で
働
い
て
い
る
方
た
ち
は
、
ど
う
い
う

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

２
日
目

　

午
前
中
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
育
て
て
い
る

農
家
さ
ん
の
所
へ
行
き
取
材
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て

取
材
を
し
て
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
伊
仙
町
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
載
せ
る
記
事
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
事
務
作
業
を
行
い
、
馬
根
に
あ
る

し
ょ
う
が
の
畑
に
行
っ
て
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
、
し
ょ
う
が
を
育
て
て
い
る
方
か
ら
伊
仙

町
の
こ
と
な
ど
の
い
ろ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
せ
る
記
事
を
書
く
と
き

は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
魅
力
が
伝
わ
る
文
章

を
考
え
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
し
ょ
う
が
の
畑
に

行
っ
た
と
き
は
、
し
ょ
う
が
は
徳
之
島
で
も
育
つ
と

い
う
こ
と
を
初
め
て
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
伊
仙
町

に
住
ん
で
い
て
も
ま
だ
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
伊
仙
町
に
つ
い
て
も
っ
と

知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

３
日
目 

　

午
前
中
は
計
量
検
査
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
主
に
私
は
、
検
査

で
合
格
に
な
っ
た
計
量
器
の
合
格
シ
ー
ル
を
張
り
替
え
る
仕
事
を

し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
私
が
思
っ
た
こ
と
な

ど
を
ま
と
め
て
広
報
誌
に
載
せ
る
記
事
を
作
り
ま
し
た
。
私
は
、

計
量
器
に
も
検
査
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

記
事
を
作
っ
た
と
き
は
自
分
が
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
る

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

最
後
に

　

私
は
、
こ
の
３
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
様
々
な
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

難
し
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
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職
場
体
験
記
事
伊
仙
中
学
校
３
年    

富 

蓮り
と
ら虎

体
験
場
所

：

伊
仙
町
役
場
未
来
創
生
課

１
日
目

　

１
日
目
は
歴
史
民
俗
資
料
館
の
発
掘
作

業
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
前

の
遺
跡
の
と
こ
ろ
に
道
具
を
と
り
に
い
っ

て
午
後
か
ら
は
発
掘
作
業
現
場
に
行
き
、

発
掘
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

発
掘
作
業
現
場
は
と
て
も
広
く
人
が
手

作
業
で
少
し
ず
つ
掘
っ
て
い
く
の
で
と
て

も
き
つ
か
っ
た
で
す
。
し
か
も
、
全
然
影

も
な
く
て
炎
天
下
の
中
毎
日
あ
の
作
業
を

し
て
い
る
人
が
病
気
も
せ
ず
続
け
て
い
る

の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

２
日
目

　

２
日
目
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
作
っ
て
い
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

の
農
家
さ
ん
に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
後
取
材
し
た
こ
と
を
伊
仙
町
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
載
せ
る
記
事
を
書
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
事
務
作
業
を
少
し
し
て
馬

根
の
し
ょ
う
が
畑
の
写
真
撮
り
に
行
き
ま

し
た
。

　

徳
之
島
で
生
姜
を
作
っ
て
い
る
の
に
も

び
っ
く
り
し
た
け
ど
生
姜
は
少
し
で
も
病
気

に
か
か
る
と
す
ぐ
全
体
に
広
が
っ
て
大
赤
字

に
な
る
と
い
う
の
が
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伊
仙
町
の
色
ん

な
と
こ
ろ
を
案
内
し

て
も
ら
い
ま
し
た

が
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

３
日
目 

　

３
日
目
の
午
前
中
は
計
量
検
査
の
手
伝

い
を
し
て
体
重
計
に
20
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
重

り
何
回
も
の
せ
た
り
お
ろ
し
た
り
を
繰
り

返
す
作
業
を
し
て
疲
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
広
報
誌
に
掲
載
す
る
記

事
を
書
き
ま
し
た
。
３
日
間
の
感
想
を
書

く
の
は
思
っ
た
以
上
に
結
構
難
し
か
っ
た

で
す
。

最
後
に

　

こ
の
３
日
間
の
職
場
体
験
を
通
し
て
、

と
て
も
い
い
経
験
が
で
き
た
し
難
し
い
仕

事
も
楽
し
く
取
り
組
め
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　11 月１日（日）に開催を予定しておりました第 34 回 伊仙町ほーらい祭り、

ならびに 10 月11 日（日）に開催を予定しておりました第 61 回 伊仙町町民体育祭

についても、「新型コロナウイルスの全国的な感染拡大の状況を踏まえ、万全な

感染予防対策をとることは困難」として、中止を決定いたしました。

　町民のみなさまのご理解をよろしくお願いいたします。
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

開
始
１
０
０
年
の
国
勢
調
査
が
始
ま
り

ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人（
外
国

人
を
含
む
）
を
対
象
に
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

て
お
り
、
大
正
９
年（
１
９
２
０
年
）の
開
始

か
ら
今
回
で
21
回
目
、
１
０
０
年
の
節
目
を

迎
え
る
歴
史
の
あ
る
統
計
調
査
で
す
。

　

日
本
全
国
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、
選
挙

区
の
改
定
や
地
方
交
付
税
の
算
定
の
た
め
の

基
礎
資
料
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
自
宅
へ
は
９
月
14
日
か
ら

順
次
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、

皆
さ
ま
に
ご
回
答
い
た
だ
く
内
容
が
、
税
金

の
徴
収
等
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
り
の
ま
ま
を
ご
回
答
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
へ
の
回
答
方
法
と
し
ま
し
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か
、
紙
の
調
査
票
の
ど
ち

ら
か
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

国
勢
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
の
実
情
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
国
や
地
方
は
子
育
て
支
援
や

就
業
支
援
、
福
祉
の
充
実
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
策

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
伊
仙
町
の
す
べ
て
の
方
に
も
れ
な
く

回
答
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す

の
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
伊
仙
町
実
施
本
部

（
未
来
創
生
課
内
）

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
27
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
、
９
月
23
日

（
水
）
か
ら
全
国
で
２
種
類
同
時
発
売
さ
れ

ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化

対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等　
　
　

３
億
円
× 

11
本

　

前
後
賞
各　

１
億
円
× 

22
本

※
当
せ
ん
本
数
は
販
売
総
額
３
３
０
億
円
・

11
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１
等　
　
　

１
，０
０
０
万
円
× 

50
本

※
当
せ
ん
本
数
は
販
売
総
額
１
５
０
億
円
・

５
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

●
発
売
期
間

　

９
月
23
日
（
水
）
～
10
月
20
日
（
火
）
ま
で

●
抽
選
日

　

10
月
27
日
（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

　

T
E
L

：

0
9
9-
2
0
6-

1
0
0
1

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま

す
、
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
地
方
局
人
権
擁
護
課

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
5
9-

0
6
8
4

■
実
施
機
関

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
期
間　
　

　

11
月
12
日
（
木
）
～
18
日
（
水
）

■
時
間　
　

　

平
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

土
曜
日
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
た
だ
し
、土
曜
日・日
曜
日
に
お
い
て
は
、

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部
が
一
括
し

て
対
応
。（
鹿
児
島
地
方
法
務
局 

全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０(

I
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
））

巡
回
行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

● 

困
っ
た
ら   

一
人
で
悩
ま
ず   

行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
登
記
、
年
金
、

道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
の
国
の
行
政
に
関
す
る

疑
問
・
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
？
行
政
相
談
委
員
は
、み
な
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政

の
仕
組
み
・
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
、相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
左
記
日
程
に
て
行
政
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

※
な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

総
務
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
20
）

　
⃝
総
務
課

■
相
談
所
開
設
日

　

９
月
25
日
（
金
）

■
時
間
・
場
所　
　

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

　

西
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

中
央
公
民
館

■
伊
仙
町
の
行
政
相
談
委
員　
　

　

大
河 

た
み
子
さ
ん

　
⃝
未
来
創
生
課

 ⃝

鹿
児
島
県
地
方
局

　 

人
権
擁
護
課

 ⃝

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会
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伊仙町商工会の窓伊仙町商工会の窓

2020
年

 9
月

号
令

和
２

年
 9

月
1日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

澤

季き
あ
ら杏

澤

代
樹

東
面
縄

● 

清
原

澪み
お

清
原

大

伊
仙

● 

米
田

孔こ
う
め
い明

米
田

淳
也

東
面
縄

● 

名
古

湊み
な
と叶

名
古

裕
聖

検
福

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

　

 

上
野

真
弘

鹿
児
島
市

　

 

浜
田

玲
菜

面
縄

　

 

重
武

和
樹

伊
仙

　

 

徳
山

美
久

崎
原

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
西
伊
仙
西

本
田 

明
美
さ
ん

（
亡  

本
田 

久
美
子
さ
ん
）78
歳

○
東
伊
仙
西

上
木 

強
嗣
さ
ん

（
亡  

上
木 

廣
志
さ
ん
）
83
歳

○
上
検
福

中 

久
子
さ
ん

（
亡  

中 

美
加
子
さ
ん
）
53
歳

人口の動き
（2020年7 月30 日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,558 人

男 3,339 人

女 3,219 人

世帯数 3,481 世帯

出生 9 人

死亡 9 人

転入 21 人

転出 10 人

戸
籍
の
窓

長寿・子宝日本一の町！ 掲載者
募集！

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？

毎月10日までに住所・氏名・お子様又はご長寿様のお名前

（ふりがな）・年齢・電話番号・簡単なPR文を添えて、写真を

未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3111（内線 27）

お問い合わせ

茶茶茶茶
住 所 伊仙町伊仙 2094-3伊仙町伊仙 2094-3

T E L 86-223486-2234


